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研究成果の概要（和文）：本研究では、弱視学生への健常学生の支援自己効力感が移動、読み、 

書きの３次元からなり、個人的特徴と異なる関係にあることを示した。上記の支援自己効力感及び 

既存の交流自己効力感に及ぼす弱視男子学生の障害開示の効果は、男女で異なり、男子学生 

では場面が、女子学生では手段が影響していた。女子学生の意識に及ぼす開示手段の影響で 

は、映像による場合は認知→イメージ→自己効力感の仮説も出るが成立したが、活字による場合 

は成り立たなかった。 

研究成果の概要（英文）：It is indicated that the domain of Support of Students without 
Disabilities  for  Peers  with  Partial  Sight  comprises  three  dimensions--‘mobility’, 
‘reading’  and  ‘writing’--and  that  each  dimension  has  different  relationship  with 
personal characteristics from each other. 

The influences of disability-disclosure by a male student with partial sight  on 
willingness to support and self-efficacy expectations of being a friend   are found to be 
different based on the gender of the other party. 

The influences are dependent on settings with male students, and means with 
female students. 

It is suggested that, with female students, the hypothetical model is supported in 
disability-disclosure by means of image, but not by means of text. 
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１.研究開始当初の背景 

(1)障害学生支援を促進することの必要性 今日
多くの障害学生が大学に進学しており，彼 

らを受け入れている高等教育機関では障害学生 
が健常学生と等しく学ぶ権利を保障するための 
支援の取り組みが行われている。しかし，彼らの 
キャンパスライフが充実したものになるには,大学 
側の配慮と同時に障害学生の周囲にいる健常 
学生の支援が不可欠である。それにも関わらす， 
実際に支援を行っている学生の数は極めて少な 
いことが報告されている。 
そこで,健常学生の援助意欲を障害学生自身 

が 引 き 出 す の に 有 効 と 考 え ら れ る ｢ 障 害 開 示 

(Disability Disclosure)｣に焦点を当てその効果を 

「開示内容」「開示手段」「援助場面」「自己効力 
感」などの視点から解明し,両学生間の良好な対 
人関係を構築するための方略プログラム開発が 
必要である。 
（2）障害学生支援を促進するための方略として 
の障害開示の可能性 
研究代表者は，まず健常学生の行動を誘発す 

る の に 有 効 と さ れ る 自 己 効 力 感 (Self-Efficacy 
Expectation)に着目し,わが国で初めて当該分野 
の 自 己 効 力 感 尺 度 を 開 発 し た ( 河内 ,  1999, 
2003)。さらに，研究代表者は, 開発した尺度の 
回答特性を明らかにした上で(河内, 2004),当該 
自己効力感の決定因の一つとされている障害者 
との自主的な接触経験に関する研究を行ったが 
(河内, 2006),これらの接触経験の効果には見る 
べきものもあったが,自主的な接触でも効果のな 
いものもあり,場合によっては否定的な結果も得ら 
れた｡このことから，支援者である健常者の自己 
効力感を高めるためには，支援を受ける障害者 
の役割にも焦点を当てることが必要であると考え 
た。 
そこで，対人行動の変容に大きな役割を果た 

すとされている｢自己開示(Self-Disclosure)｣に着 
目し , そ の 中 の 障 害 に 関 す る 「 障 害 開 示 
(Disability Disclosure)」に焦点を当てた。障害開 
示については,開示条件の違いや交流自己効力 
感との関連に関しその有効性の一端を示すこと 
ができた(相羽・河内, 2010)。しかし，この方略は 
わが国の障害者支援の分野では実質的にはま 
だほとんど手が付けられていない分野であり，障 
害開示の効果を規定する要因についてのより詳 
細な検討が必要である。 

 
２.研究の目的 

(1)研究 I では，援助意欲が低いとされる健常学 
生において，援助要請課題の違いが援助意欲 
に影響するかを解明することを目的とした。この 
ため，弱視学生が必要とする援助要請課題に対 
する健常学生の認知予期(支援自己効力感)の 

次元性を検討し，得られた次元での援助要請課 
題と健常学生の個人的特徴との関係を考察す 
る。 

(2)研究 II では，開示効果が異なるとされる開示 
手段による障害開示が，健常学生の交流及び支 
援自己効力感に及ぼす効果を解明することを目 
的とした。このため，同一内容の障害開示を，異 
なる開示手段(映像，活字)によって提示して，障 
害開示の効果の違いがどこにあるかを，異なる援 
助場面(例えば,学内と学外)を比較して考察す 

る。 

(3)障害学生に対する健常学生の援助意欲と関 
連する自己効力感を高めるためには，障害開示 
者の対人魅力は重要な規定因であり (冨田・相 
羽・河内, 2010)，魅力を高める上では開示内容 
への望ましい認知が必要である。そこで，研究 III 
では，障害開示内容への認知→弱視開示者に 
対するイメージ→健常学生の交流・支援自己効 
力感の潜在変数の流れを示す仮説モデルを立 
て，共分散構造分析に基づいて，異なる開示手 
段別に，障害開示が健常学生の支援意識過程 
に及ぼす効果のメカニズムを考察する。 
 
３.研究の方法 

(1)研究 I 

①調査参加者と実施手続き: 首都圏内にある 
大学で調査協力の同意が得られた 280 名の健 
常学生(男子 110 名, 女子 170 名)に対し，集合 
調査を実施した。参加者の平均年齢は 20.32 歳 

(SD=1.36)であった。 

②援助要請質問紙: まず，学生生活で弱視学 

生を含む視覚障害学生が最も必要とする移動と 
読み書きの援助要請課題を設定しこれら２つの 
課題について，弱視者である研究協力者が，大 
学院修了の弱視者３名に半構造化面接を実施し 
て 83 項目を収集した。それに加えて，文献・資料 
に基づいて 115 項目が作成された。これら 198 項 
目のうち各場面で当事者と文献資料の両方に含 
まれている項目と 2 名以上の弱視者が挙げた項 
目の基準に当てはまる，移動 13 項目と，読み書 
き 12 項目を採用した。なお，各質問項目に対す 
る評定尺度は，このような場面で弱視学生に対し 
て援助が「できない」の１から「できる」の 5 までの 
5 件法とした。 

③個人要因: 健常学生の性別，視覚障害者と 
の接触経験(あり 90 名・なし 190 名)，将来の希望 
職種(一般職 180 名・支援職 100 名)を採用した。 
なお，一般職には一般企業，事務職員等，支援 
職には福祉・医療専門職，教員を含めた。 
 

(2)研究 II 

①参加者： 首都圏内にある複数の大学におい 
て授業時間の一部を用いて調査を実施し，調査 



協力の同意が得られた 591 名の健常学生(男子 

187 名，女子 404 名)を分析対象とした。参加者 
の平均年齢は 20.2 歳,標準偏差は 1.6 であった。 
②測定用具: 交流自己効力感尺度は，相手と 

何かを一緒にするような交流場面に対し遂行で 
きるか否かという自己効力感を測定する交友関 
係尺度(河内, 2003)を採用した。また，支援自己 
効力感尺度は，相羽・河内(2011)が，研究 I で作 
成した「移動支援尺度」，「読み支援尺度」，「代 
筆支援尺度」を用いた。本尺度で示す刺激対象 
については，河内(2003, 2004, 2006)を参考に， 
「視覚障害のために，外出するときに遠くの看板 
が見えなかったり，読み書きするときに虫眼鏡な 
どの拡大レンズを使ったりする学生」とし，各項目 
に対する回答形式については，「全く気軽にはで 
きない」(1 点)から「非常に気軽にできる」(7 点)ま 
での 7 件法とした。 
③  障害開示内容: 障害開示の提示場面につ 

いては，自己開示研究で検討されている公的・ 
私的場面を参考に，まず，講義教室場面(公的) 
とカラオケショップ(私的)の２場面を設定し，各場 
面においては工夫次第で一緒に行動ができると 
いう障害開示シナリオを，大学院生 2 名と視覚障 
害心理学担当の教授 1 名で作成した(Table 1)。 
このシナリオを用いた障害開示を，参加者と初対 
面で同学年の男子弱視学生が，ビデオ映像(以 
下，映像)，あるいは，活字文章(以下，活字)を通 
して行った。これら 4 開示条件(2 場面×2 手段) 
での障害開示の一つをランダムに参加者に提示 
してから，交流自己効力感尺度と支援自己効力 
感尺度への回答を求めた。 

 
表 1 弱視学生の見え方に関する説明文 

「講義教室(公的)場面で用いた開示文」 見た
目ではわからないかもしれないけど、僕は 目が
不自由なんです。でも、全く見えないという 訳
ではないのです。少しは見えてます。弱視で 
す。弱視というのはメガネやコンタクトを使っても 
普通の視力がでないです。僕の視力は 0.1 くらい 
しかないので、文字を読むときは、虫眼鏡やルー 
ペなどで拡大したり、顔を本にすっごく近づけた 
りします。また、拡大コピーしてもらうこともありま 
す。それでも、眼がすぐ疲れてしまうんです。そう 
なると文字をうまく読めなくなるんですよ。見える 
範囲とか、色の見え方などは特に問題ないんで 
すけどね。 
そんな僕なので、できることもあれば、できないこ 
ともでてくるんです。特に、読み書きや移動には 
いつも苦労してるんですよ。僕はみんなと勉強す 
るのが好きなので、色々なゼミに顔をだしてます。 
ゼミで発表を聞くときは、パワポの文字を単眼鏡 
などの拡大レンズを使って見ることができます。 
でも、拡大した文字を見える人と同じ速度では読 
めません。なので、メモをとるのが難しいです。だ 
から、あなたがゼミでパワポを使うときは、事前に 
スライドをプリントしたものをくれると助かります。 
それから、ゼミに参加するときなんですが、初め 

ての場所にいくのは大変なんです。いつも使っ 
てる教室なら問題ないんですが、初めての教室 
だと、教室の標識や案内板が見えなくてさまよっ 
てしまうこともよくあるんです。なので、初めての 
教室に行くときには、僕と一緒に行ってくれると 
助かります。 色々お願いをしてしまったけれど、
あなたに僕の ことを知ってもらいたいと思い、こ
うやって話しま した。これからよろしくお願いしま
す。 
 
「カラオケショップ(私的)場面で用いた開示文」 

見た目ではわからないかもしれないけど、僕は 
目が不自由なんです。でも、全く見えないという 
訳ではないのです。少しは見えてます。弱視で 
す。弱視というのはメガネやコンタクトを使っても 
普通の視力がでないです。僕の視力は 0.1 くらい 
しかないので、文字を読むときは、虫眼鏡やルー 
ペなどで拡大したり、顔を本にすっごく近づけた 
りします。また、拡大コピーしてもらうこともありま 
す。それでも、眼がすぐ疲れてしまうんです。そう 
なると文字をうまく読めなくなるんですよ。見える 
範囲とか、色の見え方などは特に問題ないんで 
すけどね。 そんな僕なので、できることもあれば、
できないこ ともでてくるんです。特に、読み書き
や移動には いつも苦労してるんですよ。僕はみ
んなとカラオ ケに行くのが好きなので、よくカラオ
ケに行くんで す。カラオケで歌うときは、ＴＶモニ
ターの歌詞を 単眼鏡などの拡大レンズを使って
歌うことができ ます。でも、拡大した文字を見え
る人と同じ速度 では読めません。なので、テンポ
の速い曲は歌う のが難しいです。だから、僕と
一緒にカラオケに 行くときには、手元で歌詞表
示ができるリモコン モニターのあるお店を捜して
くれると助かります。 それから、カラオケに行くとき
なんですが、初めて のお店にいくのは大変なん
です。いつも使って いるお店なら問題ないんで
すが、初めてのお店 だと、店の看板が見えなく
てさまよってしまうことも よくあるんです。なので、
僕と一緒にお店まで行 ってくれると助かります。 
色々お願いをしてしまったけれど、あなたに僕の 
ことを知ってもらいたいと思い、こうやって話しま 
した。これからよろしくお願いします。 
 

(3)研究 III 

①参加者: 研究 II で調査協力の同意が得られ 
た学生のうちの女子学生 404 名を分析対象とし 
た。なお，映像群は 198 名，活字群は 206 名であ 
り，両群の平均年齢は 20.0 歳(SD = 1.5)であっ 
た。 
②調査手続き: 調査手続きは，研究 II の内容と 

同じであり，参加者には，4 つの障害開示条件の 
うち１つがランダムに提示された。その上で，認 
知評価項目，イメージ尺度，自己効力感尺度へ 
の回答を求めた。 
③測定用具: 弱視開示者への認知評価項目と 

しては，自己開示研究で用いられている望ましさ， 



内面性，取り入り，真正性の 4 項目を採用した。 
なお，各項目の評定尺度は「全くそう思わない」 
(1 点)から「非常にそう思う」(7 点)までの７件法とし 
た。 

次に，弱視開示者へのイメージを測定するイメ 
ージ尺度としては，栗田・楠見(2010)が使用した 
尊敬尺度(6 項目)及び社会的同情尺度(7 項目) 
を採用した。どちらも SD 法の尺度であり，項目の 
回答形式は中間点を 4 点とし，対となる形容詞へ 
の当てはまりの程度を評価する 7 件法であった。 

最後に，自己効力感尺度としては，研究 II と同 じ
く，交友関係尺度，移動支援尺度，読み支援 

尺度，代筆支援尺度を採用した。 
 
４.研究成果 

(1)研究Ⅰ 

① 援助要請課題の因子構造: 本研究で設定 
した２つの援助要請課題の独立性を検討するた 
め，全項目因子分析を行った結果，固有値 1 以 
上の因子が 3 つ検出された。３因子によるプロマ 
ックス法斜交回転後の因子負荷量が .400 以上 
の項目を各因子の代表項目とした。 
項目内容から各因子を解釈すると，第Ⅰ因子 

は，10 項目中 9 項目が移動の援助要請課題に 
含まれる項目であり，移動援助因子と命名した。 
第Ⅱ因子は，8 項目中 6 項目が読み作業を中心 
とした項目であることから，読み援助因子とした。 
第Ⅲ因子は，3 項目全てが代筆に関わる内容で 
あったので，代筆援助因子と命名した。 
なお，各因子の因子間相関は，移動援助因子 

と読み援助因子が 0.576，移動援助因子と代筆 
援助因子は 0.479，読み援助因子と代筆援助因 
子は 0.460 であった。 

② 援助要請質問紙の尺度構成: 各因子を代 
表する項目からなる 3 つの暫定尺度について， 
暫定尺度ごとに主成分分析と Cronbach のα信 
頼性係数に基づき，等質性と内的一貫性の検討 
を行った。その結果，全ての値が統計的に満足 
できるものであったため,移動援助尺度・読み援 
助尺度・代筆援助尺度の 3 下位尺度を構成し 
た。 
③各援助内容における健常学生の援助遂行 

可能性に及ぼす個人要因の検討 : 上記の３尺 
度と個人要因との関係を検討するため，各尺度 
項目の総和を尺度得点とし，その平均値と SD を 
個人要因別に求め，それぞれについて，性別， 
接触経験，希望職種の 2×2×2 からなる多元配 
置分散分析を行った。 
その結果，移動援助得点と代筆援助得点は交 

互作用が有意ではなく，いずれの場合も，女子 
の方が男子よりも，また，接触経験のある者の方 
がそうでない者よりも有意に援助しやすいことが 
示された。これに対し，希望職種では，移動援助 
得点で有意な主効果は見出されなかったのに対 
し，代筆援助得点では支援職を希望する者は一 
般職を希望する者よりも有意に代筆援助得点が 
高いことが示された。 

他方，読み援助尺度では，性別と接触経験の 

間に 1 次交互作用が見られたため，これらにつ 
いて単純主効果の検討を行った。このうち，性別 
では，接触経験のない者の中で，女子が男子よ 
りも読み援助得点が有意に高かった。一方，接 
触経験では男子にのみ，接触経験のある者が， 
ない者よりも読み援助得点が有意に高かった。こ 
のことから，援助を行う健常学生の立場からは， 
読みと書きの援助要請課題は異なるものであり， 
特に，書きの代筆援助では希望職種間に違いが 
見られており，支援者の立場を考慮することの重 
要性が示唆された。 

(2)研究 II 

異なる開示場面(講義教室・カラオケショップ)で 
行った障害開示を，異なる開示手段 (映像，活 
字)によって提示した場合，健常学生の交流自己 
効力感及び支援自己効力感に及ぼす開示効果 
の違いを検討した。このため，開示手段と開示場 
面を独立変数に，各尺度得点を従属変数とした 
2 要因の分散分析を，同性開示と異性開示別に 
行った。開示者が男性であるため男子学生にと 
っては同性開示，女子学生にとっては異性開示 
である。 
①同性開示について: 開示手段による影響は 

交流自己効力感及び支援自己効力感のいずれ 
でも見出せなかった。このことから，男子による同 
性の障害開示の場合は，対面形式による開示に 
こだわる必要は無く，時間とコストがかからない活 
字による障害開示を行うことで目的が達せられる 
可能性が示唆された。しかし，自己開示に関する 
多くの先行研究が，映像のような対面開示の方 
が，活字のような非対面開示よりも開示効果は大 
きくなるという結果を見出しており，本研究結果と 
の違いが何によるのかを今後詳細に検討するこ 
とが必要である。 
一方，開示場面については，交友関係尺度で， 

講義教室での障害開示が，カラオケショップより 
も，開示効果を有意に高めていた。これは，初期 
の対人関係で男子学生が自己開示を受け入れ 
やすいのは，公の社会的場面であり，障害開示 
でも，より社会的な講義教室場面での効果が大 
きかったと推察される。従って，大学関係者は， 
障害学生が受講している講義については，予め 
有効とされる障害開示文章を健常学生に配布す 
ることで，女子学生よりも援助意欲の低い男子学 
生の交流意欲を高めることができるかもしれな 
い。 

②異性開示について: 開示手段の影響をみる 
と，交流自己効力感及び支援自己効力感のい 
ずれの場合でも映像の方が活字よりも開示効果 
を有意に高めており，先行研究結果と一致して 
いた。これは映像では，文章の音声化だけでなく， 
障害開示する弱視学生の表情や視覚補助具を 
使う様子等の視覚的情報が含まれていたため， 
視聴覚を通してよりリアルに情報を伝えることが 
できたことで，具体的情報に関心を持つ女子学 
生の共感を得て，自己効力感にも障害開示の効 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
  
 

 
  
 

 
  
 

 
  
 

 
  
 

 
  
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

果が現れたと推察される。ただし，交互作用の見 
られた代筆支援尺度では，カラオケショップ場面 
に限定された。これは女子学生も授業を受けな 
ければならない講義教室内での代筆作業は勉 

学生が想起するイメージが多様化してしまうこと 
で，認知の潜在変数とイメージの潜在変数との 
繋がりが稀薄になったと推測される。 

学には妨げであることから，援助意欲が阻害され 
たと推察される。 
一方，開示場面による開示効果の違いは，同 

性開示とは異なり，異性開示では見出されなか 
った。これは，女子の性役割にはサマザマな場 
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面で世話をすることが含まれているため，援助場 
面には影響されなかったと推察される。なお，交 
互作用は有意ではなかった。 

.57** .56** -.11  
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(3)研究 III 

認知(望ましさ・内面性・取り入り・真正性)，イメー 
ジ(尊敬尺度・社会的同情尺度)，自己効力感(交 

開示内容への 
認知 

-.43** 

-.14 
取り入り 

内面性 

友関係尺度・移動支援尺度・読み支援尺度・代 

筆支援尺度)を潜在変数（観測変数）として，各 
潜在変数間の基本的モデルを検討するため，認 
知，イメージ，自己効力感に関わる各変数間の 
相関係数を障害開示手段別に算出した。 
①映像による障害開示の仮説モデルの検討: 

映像による障害開示の仮説モデル(図 1)につい 
てみると，認知がイメージを媒介して自己効力感 
に繋がっており，仮説モデルが支持された。この 
ことから，「一緒に行動できる」という障害開示は、 
健常学生から内容が望ましいと認知されている 
ので、これを視聴覚的手段を用いて行うことで弱 
視学生へのイメージがより魅力的となり，その結 
果，健常女子学生から受容され，健常学生の自 
己効力感が高まったと推察される。ただし，イメー 
ジの潜在変数に影響している認知の潜在変数が， 
開示内容，開示者の外見や身振り，開示者の話 
し方など何を認知評価しているかは，このモデル 
からは不明である。 

χ2 = 47.42, df = 34, 05 < p < .10, GFI = .956, AGFI = .929, RMSEA = .044 
** p < .01 

図 2  非対面開示が健常学生の意識過程に及ぼす影響 ( N = 206 ) 

そこで，活字による障害開示のモデルについて 
は，尊敬尺度と社会的同情尺度というイメージの 
観測変数を用いて分析した。その結果，認知の 
潜在変数は尊敬尺度の観測変数と自己効力感 
の潜在変数それぞれに対し，直接効果を及ぼし 
ていたが，尊敬尺度の観測変数と自己効力感の 
潜在変数との繋がりは認められなかった。このこ 
とから，活字による開示内容は，健常学生の自己 
効力感を高める弱視開示者へのイメージとは必 
ずしも繋がっていないことが推察される。このこと 
から，開示内容が映像による障害開示において 
認知の潜在変数とイメージの潜在変数とを結び 
つける主要な要因ではないことが推測される。む 
しろ，開示者の外見や身振り，話し方によるもの 
と解釈できる。これらの関係については，より詳 
細な検討が必要である。 

以上，映像による障害開示の場合は，どちらか 
というと開示者の外見や身振り，話し方など非言 
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語的条件に影響されやすいことから，開示内容 
よりも，イメージを良くするような開示者自身のパ 
フォーマンスを重視すべきであろう。これに対し， 
活字による障害開示の場合は，弱視開示者のイ 
メージを高めるような内容ではなく，自己効力感 
に直接影響することが報告されているような望ま 
しい認知内容を取り入れることが必要であろう。 
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